
目

次

規

則

○
青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqq（
健
康
福
祉

政

策

課
）
…
一

告

示

○
地
域
総
合
整
備
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
の
委
託
（
地
域
活
力

振

興

課
）
…
二

○
児
童
福
祉
法
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
名
称
の

変
更
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
こ

ど

も

み
ら
い
課
）
…
三

○
公
共
測
量
の
実
施
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
監

理

課
）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
道
路
の
区
域
の
変
更
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
道

路

課
）
…
三

公

告

○
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
東
青
地
域

県

民

局
）
…
四

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
五

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
五

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
西
北
地
域

県

民

局
）
…
五

出
先
機
関

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
上
北
地
域

県

民

局
）
…
六

規

則

青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
三
十
六
号

青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
四
月
青
森
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
１
の
㈡
中
「
を
充
て
る
」
を
「
を
利
用
す
る
」
に
、
「
得
難
い
と
き
」
を
「
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
」
に
、
「
を
設
置
し
、
又
は
天
幕
を
設
営
し
て
こ
れ
に
充
て
る
」
を

「
の
設
置
、
天
幕
の
設
営
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
設
け
る
」
に
改
め
、
同
１
の
㈢
中

「
設
置
費
」
の
下
に
「
と
し
、
一
人
一
日
当
た
り
三
百
二
十
円
以
内
」
を
加
え
、
同
１
の
㈣
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

㈣

高
齢
者
、
障
害
者
等
（
以
下
「
高
齢
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
避
難
所
で
の
生
活
に

お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
に
供
与
す
る
避
難
所
を
設
置
し
た
場
合
は
、
当
該

特
別
な
配
慮
の
た
め
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
当
該
地
域
に
お
い
て
平
常
時
に
要
す
る
と
認

め
ら
れ
る
額
を
㈢
の
額
に
加
算
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
１
の
㈤
を
同
１
の
㈥
と
し
、
同
１
の
㈣
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈤

避
難
所
で
の
生
活
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
者

へ
の
健
康
上
の
配
慮
等
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
宿
泊
施
設
の
借
上
げ
を
実
施
し
、
こ

れ
を
供
与
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
２
の
㈠
中
「
も
の
に
」
の
下
に
「
、
建
設
型
仮
設
住
宅
（
建
設
し
て
供
与
す
る

応
急
仮
設
住
宅
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
、
借
上
型
仮
設
住
宅
（
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上

げ
て
供
与
す
る
応
急
仮
設
住
宅
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
提
供
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
」
を

加
え
、
同
２
の
㈡
及
び
㈢
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

㈡

建
設
型
仮
設
住
宅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

⑴

建
設
型
仮
設
住
宅
の
設
置
に
当
た
つ
て
は
、
原
則
と
し
て
公
有
地
を
利
用
す
る
こ
と
と

す
る
が
、
適
当
な
公
有
地
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
民
有
地
を
利
用
す
る
。

⑵

建
設
型
仮
設
住
宅
の
一
戸
当
た
り
の
規
模
は
、
地
域
の
実
情
、
世
帯
構
成
等
に
応
じ
て

設
定
し
、
そ
の
設
置
の
た
め
支
出
で
き
る
費
用
は
、
設
置
に
係
る
原
材
料
費
、
労
務
費
、

附
帯
設
備
工
事
費
、
輸
送
費
及
び
建
築
事
務
費
等
の
一
切
の
経
費
と
し
、
五
百
五
十
一
万

青
森
県
報
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六
千
円
以
内
と
す
る
。

⑶

同
一
敷
地
内
又
は
近
接
す
る
地
域
内
に
設
置
し
た
建
設
型
仮
設
住
宅
の
戸
数
が
、
お
お

む
ね
五
十
戸
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
居
住
者
の
集
会
等
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
を
設

置
し
、
五
十
戸
未
満
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
戸
数
に
応
じ
た
小
規
模
な
施
設
を
設
置
す

る
こ
と
が
あ
る
。

⑷

高
齢
者
等
で
あ
つ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
の
た
め
、

老
人
居
宅
介
護
等
事
業
等
を
実
施
し
や
す
い
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
施
設
で
あ
つ
て
複

数
の
当
該
者
に
供
与
す
る
も
の
（
以
下
「
福
祉
仮
設
住
宅
」
と
い
う
。
）
を
建
設
型
仮
設

住
宅
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
福
祉
仮
設
住
宅
の
部
屋
数

は
、
建
設
型
仮
設
住
宅
の
設
置
戸
数
と
み
な
す
。

⑸

建
設
型
仮
設
住
宅
は
、
災
害
発
生
の
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
着
工
し
、
速
や
か
に
設
置

す
る
。

⑹

建
設
型
仮
設
住
宅
を
供
与
で
き
る
期
間
は
、
当
該
建
設
型
仮
設
住
宅
の
完
成
の
日
か
ら

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
期
間
内
と
す
る
。

⑺

建
設
型
仮
設
住
宅
の
供
与
の
終
了
に
伴
う
解
体
撤
去
及
び
土
地
の
原
状
回
復
の
た
め
支

出
で
き
る
費
用
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て
平
常
時
に
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
額
と
す
る
。

㈢

借
上
型
仮
設
住
宅
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

⑴

借
上
型
仮
設
住
宅
の
一
戸
当
た
り
の
規
模
は
、
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
㈡
の
⑵
に
定
め

る
規
模
に
準
ず
る
こ
と
と
し
、
そ
の
借
上
げ
の
た
め
支
出
で
き
る
費
用
は
、
家
賃
、
共
益

費
、
敷
金
、
礼
金
、
仲
介
手
数
料
、
火
災
保
険
料
等
そ
の
他
民
間
賃
貸
住
宅
の
貸
主
又
は

仲
介
業
者
と
の
契
約
に
不
可
欠
な
経
費
と
し
、
当
該
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

⑵

借
上
型
仮
設
住
宅
は
、
災
害
発
生
の
日
か
ら
速
や
か
に
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
、

提
供
す
る
。

⑶

借
上
型
仮
設
住
宅
を
供
与
で
き
る
期
間
は
、
㈡
の
⑹
に
定
め
る
期
間
と
同
様
の
期
間
と

す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
２
の
㈣
か
ら
㈦
ま
で
を
削
り
、
同
表
の
二
の
１
の
㈠
中
「
、
住
家
に
被
害
を
受

け
て
炊
事
の
で
き
な
い
者
及
び
住
家
に
被
害
を
受
け
て
一
時
縁
故
地
等
へ
避
難
す
る
必
要
の
あ
る

者
」
を
「
又
は
住
家
へ
の
被
害
若
し
く
は
災
害
に
よ
り
現
に
炊
事
の
で
き
な
い
者
」
に
改
め
、
同
１

の
㈢
を
削
り
、
同
１
の
㈣
中
「
千
百
十
円
」
を
「
千
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
㈣
を
同
１
の
㈢
と

し
、
同
１
の
㈤
を
同
１
の
㈣
と
し
、
同
表
の
三
の
１
中
「
船
舶
の
遭
難
等
」
を
「
全
島
避
難
等
」

に
、
「
損
傷
し
」
を
「
損
傷
し
た
こ
と
等
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
に
改
め
、
同
三
の
３

中
「
の
範
囲
内
」
を
「
以
内
」
に
改
め
、
同
３
の
㈠
の
表
中
「
五
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
二
、
九

〇
〇
円
」
に
、
「
五
五
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
四
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
六
四
、
三
〇
〇
円
」
を

「
六
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
八
〇
、
九
〇
〇
円
」
を
「
八
〇
、
八
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
一

の
六
の
２
中
「
五
十
七
万
六
千
円
」
を
「
五
十
七
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
七
の
３
中
「
範
囲

内
の
額
」
を
「
額
以
内
」
に
改
め
、
同
表
の
八
の
１
中
「
損
傷
し
」
を
「
損
傷
し
た
こ
と
等
に
よ
り

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
に
改
め
、
同
八
の
３
中
「
範
囲
内
」
を
「
額
以
内
」
に
改
め
、
同
３
の

㈡
の
⑴
中
「
四
千
三
百
円
」
を
「
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
㈡
の
⑵
中
「
四
千
六
百
円
」
を
「
四

千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
㈡
の
⑶
中
「
五
千
円
」
を
「
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
九
の
３
中

「
二
十
一
万
四
百
円
」
を
「
二
十
一
万
二
百
円
」
に
、
「
十
六
万
八
千
三
百
円
」
を
「
十
六
万
八
千

百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
十
一
の
２
中
「
一
世
帯
当
た
り
十
三
万
四
千
八
百
円
」
を
「
当
該
市
町
村

内
に
お
い
て
行
つ
た
障
害
物
の
除
去
に
つ
き
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
十
三
万
五
千
百
円
」
に
改
め
、

同
表
の
十
二
の
１
の
㈠
中
「
避
難
」
の
下
に
「
に
係
る
支
援
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
一
の
１
の
㈠
中
「
二
万
四
千
四
百
円
」
を
「
二
万
三
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の

㈡
中
「
一
万
五
千
六
百
円
」
を
「
一
万
五
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈢
中
「
一
万
六
千
二
百

円
」
を
「
一
万
五
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈣
中
「
一
万
四
千
五
百
円
」
を
「
一
万
四
千
四
百

円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈤
中
「
一
万
六
千
二
百
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈥
中

「
二
万
二
千
百
円
」
を
「
二
万
三
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈦
中
「
二
万
二
千
三
百
円
」
を

「
二
万
三
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈧
中
「
二
万
七
百
円
」
を
「
二
万
千
九
百
円
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
別
表
第
一
の

一
の
１
の
㈡
及
び
㈤
並
び
に
２
、
二
の
１
の
㈢
、
八
の
３
の
㈡
並
び
に
十
一
の
２
並
び
に
別
表
第
二

の
一
の
１
の
㈡
及
び
㈥
か
ら
㈧
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
七
百
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
に
対
し
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日
か
ら
平
成
三
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
地
域
総
合
整
備
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
の
事
務
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を
委
託
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
七
百
一
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
九
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
十
九
条
の
十
九
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

区

分

名

称

所

在

地

変

更

年
月
日

変
更
前

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
広
田
店

五
所
川
原
市
大
字
姥
萢
字
船
橋
二

四
二
の
六

平
成
二九･
九･
一

変
更
後

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
五
所
川
原

広
田
店

変
更
前

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
鰺
ヶ
沢
店

西
津
軽
郡
鰺
ケ
沢
町
大
字
舞
戸
町

字
下
富
田
五
七
の
二

〃

変
更
後

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
青
森
鰺
ヶ

沢
舞
戸
店

変
更
前

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
剣
吉
店

三
戸
郡
南
部
町
大
字
剣
吉
字
堰
合

一
五
の
四

〃

変
更
後

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
青
森
剣
吉

店

青
森
県
告
示
第
七
百
二
号

測
量
計
画
機
関
の
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

測
量
計
画
機
関

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
青
森
河
川
国
道
事
務
所

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
、
レ
ベ
ル
一
、
〇
〇
〇
）

三

測
量
の
期
間

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

四

測
量
の
地
域

青
森
市
、
十
和
田
市
及
び
黒
石
市
地
内

青
森
県
告
示
第
七
百
三
号

測
量
計
画
機
関
の
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

測
量
計
画
機
関

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
青
森
河
川
国
道
事
務
所

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
、
レ
ベ
ル
一
、
〇
〇
〇
）

三

測
量
の
期
間

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

四

測
量
の
地
域

平
川
市
、
十
和
田
市
及
び
黒
石
市
地
内

青
森
県
告
示
第
七
百
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
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道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備

部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

公

告

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
サ
ン
工
業

二

代
表
者
の
氏
名

三
枝
慎
太
朗

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

青
森
市
安
方
二
丁
目
七
の
三
六

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
八
）
第
一
〇
〇
〇
三
四
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
九
年
九
月
七
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設

業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
や
ま
と
石
材

二

代
表
者
の
氏
名

八
木
秀
一

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

青
森
市
古
館
一
丁
目
一
三
の
一
三

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
五
）
第
一
三
五
六
二
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
九
年
九
月
十
二
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゆ
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図
面
番
号

道
路
の

種

類

路
線
名

変

更

の

区

間

変
更
の

前
後
別

敷

地

の

幅

員

敷

地

の

延

長

備
考

１

県

道

三
沢
十
和
田

線

三
沢
市
新
町
二
丁
目
一
二
一
の
一
〇
四
か
ら

三
沢
市
本
町
二
丁
目
八
一
の
四
ま
で

前

七
・
九
四
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
六
・
三
二
メ
ー
ト
ル
ま
で

五
九
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル

後

七
・
九
四
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
六
・
三
二
メ
ー
ト
ル
ま
で

五
九
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル

後

一
三
・
七
九
メ
ー
ト
ル
か
ら

九
三
・
二
二
メ
ー
ト
ル
ま
で

六
五
〇
・
〇
四
メ
ー
ト
ル



ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に

よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
ま
ご
こ
ろ
価
格
ド
ッ
ト
コ
ム

二

代
表
者
の
氏
名

遠
藤
克
俊

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

青
森
市
古
館
一
丁
目
一
三
の
一
三

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
七
）
第
一
〇
〇
七
七
九
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
九
年
九
月
十
二
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゆ

ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に

よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

ウ
ィ
ン
ド
ー
・
ワ
ー
ク
ス

二

氏
名

小
池
龍
二

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

青
森
市
浪
館
前
田
二
丁
目
二
八
の
三
一

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
八
）
第
一
〇
〇
八
三
一
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
九
年
九
月
十
二
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

建
築
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
深
浦
日
立
ス
ト
ー
ル

二

代
表
者
の
氏
名

葛
西
広
治

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
深
浦
字
苗
代
沢
七
七
の
四
六

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
八
）
第
八
一
三
七
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
九
年
九
月
十
一
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

電
気
工
事
業
及
び
消
防
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
前
記
建
設
業
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
り
解
散
し
た
こ
と
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が
、
届
出
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定

に
該
当
す
る
。

出

先

機

関

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

浦
土
地
改
良
区
か
ら
、
次
の
と
お
り
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七

項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日

上
北
地
域
県
民
局
長

櫻

庭

憲

司

役
員
の

区

別

氏

名

住

所

就
任
及
び
退
任

の
年
月
日

理

事

〃〃〃〃〃〃〃監

事

〃〃理

事

〃

瀬
川

桂
吾

蛯
名

博
文

阿
部

一
彦

蛯
名

昭
男

蛯
名

寿

佐
々
木
千
代
寿

佐
々
木

広
行

米
内
山

元

佐
々
木

博
英

米
内
山

隆
博

瀬
川

亮

瀬
川

桂
吾

柴
田

英
悦

上
北
郡
東
北
町
大
字
大
浦
字
徳
万
才
六
の
一

〃

〃

〃

字
大
浦
一
五
の
一

〃

〃

〃

字
才
市
田
四
三

〃

〃

〃

字
中
岫
平
二
二
の

一〃

〃

〃

字
大
浦
四
二
の
四

〃

〃

〃

字
中
岫
平
五
三
の

一〃

〃

〃

字
徳
万
才
五
〇
の

三〃

〃

〃

字
古
舘
二
三
の
一

〃

〃

〃

字
徳
万
才
三
二
の

一〃

〃

〃

字
古
舘
一
九
の
一

〃

〃

〃

字
徳
万
才
二

〃

〃

〃

字
徳
万
才
六
の
一

〃

〃

〃

字
大
浦
一
〇

平
成
二九･
八･三〇就
任

〃〃〃〃〃二九･
九･
一就
任

二九･
八･三〇就
任

〃〃〃二九･
八･二九退
任

〃

〃〃〃〃〃〃監

事

〃〃

阿
部

一
彦

蛯
名

博
文

小
林

弘

佐
々
木
千
代
寿

瀬
川

武
春

米
内
山

元

蛯
名

義
範

佐
々
木

博
英

米
内
山

隆
博

〃

〃

〃

字
才
市
田
四
三

〃

〃

〃

字
大
浦
一
五
の
一

〃

〃

〃

字
白
籏
七
〇
の
六

〃

〃

〃

字
中
岫
平
五
三
の

一〃

〃

〃

字
大
長
根
三
二
の

二〃

〃

〃

字
古
舘
二
三
の
一

〃

〃

〃

字
堀
ノ
内
五
四

〃

〃

〃

字
徳
万
才
三
二
の

一〃

〃

〃

字
古
舘
一
九
の
一

〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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